
産地生産基盤パワーアップ事業の取組事例（令和元年度：計画作成主体：大江町地域農業再生協議会） （山形県）

対象品目 ：果樹（すもも、りんご、ぶどう、
ラ・フランス、もも）

（産地面積：210ａ）
主な取組主体：三郷ひよこ農会
成果目標 ：販売額の10％以上の増加

・基準（H30年度） 248千円／10ａ
・目標（R3年度） 322千円／10ａ

導入施設等 ：生産支援事業
・機械リース

（スピードスプレーヤー）

ポイント

取組成果推進体制

【産地の課題及び取組方向】

本地域は果樹生産の盛んな地域だが、農業者の高齢化が進んでおり、産地を維
持できる次世代の担い手の確保が必要である。

これに対し、地域内では、新規就農者用住宅や共同作業場の設置、農業研修受
入農家の調整等を進め、積極的に新たな担い手の確保・育成を行ってきた。

この方向性を継続し、新規就農者の初期投資を軽減するため高性能の共同利用
機械を導入し、作業の効率化による安定的で高品質な果樹生産を目指していく。

地域における独自の取組

【産地の体質強化に向けた方策】

新規就農者の生産量増加及び品質の改善を図るために、スピードスプレーヤーを導
入して共同防除を行う。

取組の概要

・新規就農者による農業者団体を設立し、共同作業
を実施

・同時期に営農を開始した就農者で品目ごとの作業
の繁閑に応じ農作業を分担

【事業実施による直接効果】

・共同で利用できる機械の導入による収量の増加、
品質の向上及び安定化
（生産量 17,993kg → 20,759kg）
【事業実施による間接効果】

・新規就農者団体である取組主体の取組が地域で
成功したことによる地域の農業者の意欲向上

山形県大江町三郷
山形県寒河江市柴橋

販売額 31％増加

（達成率105％）

248千円/10a

326千円/10a

H30 R3

県、町、農業協同組合が連携して事業を推進

・山形県村山総合支庁
西村山農業技術普及課
農業振興課
・大江町
・ＪＡさがえ西村山

取組主体
三郷ひよこ農会

指導・助言

目標
322千円/10a

基準年 目標年

実績値（販売額の増加）

（価格補正後）


